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北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
巻

七
八.

第
大
時
制

O 

北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
げ
る
漁
場
動
員

(
下
)

岡

本

清

，'11二
)8  

1m 

以
上
持
飛
の
肝
究
に
保
つ
べ
き
幾
多
の
課
題
や
主
一
市
し
つ

¥
1
北
海
道
腕
漁
場

鯨
漁
場
占
有
の
状
態

の
動
員
に
つ
き
一
般
的
な
考
察
を
試
み
た
。
斯
か
る
極
構
的
問
題
を
有
つ
錬
漁
場
の
動
日
只
か
、
現
存
の
鯨
漁
業
経

糟
機
構
ー
と
り
わ
け
鯨
漁
業
の
個
冷
分
散
的
小
規
模
経
替
に
趨
醸
せ
る
分
散
的
な
漁
場
占
有
の
批
態
の
下
に
於
て
、

漁
業
経
持
上
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
、
の
考
察
に
入
る
に
た
に
も
、
練
漁
場
占
有
の
扶
態
に
若
干
の
分
析
を

加
へ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

漁
場
占
有
股
態
並
び
に
漁
場
経
傍
肢
態
に
閲
し
て
は
、
農
地
所
有
・
経
管
牒
態
に
闘
す
る
が
如
き
精
密
な
杢
般
的

調
査
が
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
十
訟
で
は
不
完
全
な
材
料
に
基
き
て
概
観
を
得
る
程
度
で
満
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
、
最
近
の
漁
場
私
占
の
状
態
は
、
左
表
の
一
不
す
如
〈
極
め
て
分
散
的
で
あ
る
。
但
し
、
十
ケ
漁
場
以
上
の

{
註
一
}

粂
併
も
亦
決
し
て
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
斗
衰

所
有
旗
揚
扱
別
漁
場
主
調
査
表
(
昭
和
問
年
現
在
)

選
膳
水
産
課
調
査
-
一
ヨ
ル
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漁

場

敷

地
方
劃
側
酬
珂
漁
地

1

後

志

金

z

小

樽

一

石
狩
一
八
一

留

萌

耳

口

宗

谷

会

5 

8 

第
二
表

『
選
勝
水
産
謀
調
ヨ
官
J

F

計
算
機
括
λ

、

漁
場
主
別
占
有
漁
場
数
概
括
表

漁
場
主
別

所
有
漁
場
合
計

内
寸4

ケ

漁
場
以
上
占
有

量よl

英 市町 業組合漁 銀 舎義社名 個人名

イ也村 行 義

富舎i革
四

八一四回
す?唱 = 0 

四ノZ余'1 

喪主材ヂ演、

五盆
閥、

ケ増 ノE乙
漁毛 一一.場、 銀 ケ

天責 | 行ヂ場漁

北
海
道
練
定
量
海
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

日

註
一
右
掲
第
一
表
に
見
る
知
〈
、
北
海
道
練
猟
場
占
有
白
一
方
の
極
に

は
僅
か
に
一
乃
至
三
漁
場
を
し
か
有
せ
ざ
る
小
漁
場
主
白
大
多
殻
が
居

p
、

そ
の
封
極
に
は
十
ケ
漁
場
以
上
三
十
有
餓
漁
場
を
宥
ナ
る
極
少
殿
町
大
漁
場

主
が
居
る
。
即
ち
、
三
漁
場
以
下
の
小
漁
場
主
は
各
地
を
遁
じ
で
漁
場
主
誠

殻
の
約
九

O
%を
占
め
、
北
海
道
線
漁
場
占
有
が
知
何
に
分
散
的
で
あ
る
か

γ
明
白
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
十
ケ
漁
場
以
上
回
大
漁
場
主
は
、
後
志
小

樽
に
於
て
漁
場
主
組
数
三
九
一
の
ニ
・
五
M
F

に
相
嘗
ナ
る
十
一
漁
場
主
が
漁

場
総
数
八
五
九
白
一
六
d
h
k
相
常
ナ
る
一
三
九
漁
場
在
、
石
狩
に
於
て
は
演

盆
村
有
を
隙
き
て
議
場
主
総
数
回
三
一
%
に
過
ぎ
ね
二
漁
場
主
が
議
場
総
数
由

一ユ

O
%
に
相
営
ナ
る
二
八
漁
場
を
、
留
蔚
に
於
て
は
町
村
有
を
除
い
て
議
場

第
三
十
八
品
位

一
一
七
九

第
六
貌

一O
三



北
海
道
錬
定
置
漁
業
に
於
け
る
抽
出
場
動
員

第
三
十
八
箸

O 
四

第
六
披

一
一
八
O

主
総
毅
回
二
・
五
%
に
過
V
4
v

ぬ
五
漁
場
主
が
楓
場
総
数
の
ニ
O
%
に
嘗
る
一

0
↓
一
漁
場
を
、
最
後
に
宗
谷
に
於
て
は
抽
出
場
主
総
数
の
て
六
%
に
過

布
、
ぬ
六
漁
場
主
が
漁
場
組
搬
の
一
二
%
に
賞
る
九
七
漁
場
を
占
有
し
て
ゐ
る
。
前
掲
第
二
表
は
全
道
春
鯨
定
量
撫
場
一
一
三
六
O
が
分
有
せ
ら
れ
て

「
毘
ニ
ゆ

ゐ
る
主
要
群
を
一
尽
す
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
表
と
併
せ
見
る
と
き
は
、
錬
漁
場
点
宥
の
現
状
を
大
館
明
白
に
窺
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

註
ニ
第
二
表
に
見
る
知
〈
鯨
漁
場
は
現
在
個
人
(
忍
曾
枇
〕
有
が
陛
倒
的
で
あ
っ
て
、
漁
業
組
合
有
が
微
少
で
あ
る
e
是
，
れ
北
海
道
鯨
漁
場
占

有
朕
強
め
一
特
徴
で
あ
る
』
い
は
ね
ば
な

b
ぬ。

元
よ
り
漁
場
占
有
と
漁
場
経
替
と
は
別
佃
の
範
時
じ
属
す
る
こ
と
は
、
現
在
漁
場
賃
貸
借
経
管
の
存
す
る
に
上

り
℃
も
明
h
r
T
あ
る
か
ら
、
漁
場
占
有
脱
脂
な
吊
す
に
は
克
に
漁
場
を
賃
借
@
白
鰐
別
仁
分
ち
て
北
(
の
分
散
@
集
中

の
統
計
を
作
製
す
る
に
非

4

さ
れ
ば
、
漁
場
占
有
の
経
糟
闘
係
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
併
し
材
料
の
整
は

r
t
る
現
在
で
は
、
前
掲
表
と
関
聯
し
て
、
次
の
如
き
鯨
漁
場
経
替
の
分
散
肢
態
を
併
せ
観
る
こ
と
を
以
て
満
足
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
建
網
類
は
一
機
業
者
一
統
経
笹
を
普
通
と
す
れ
と
も
、
後
志
天
聴
北
見
利
尻
龍
夫
に
は
一
人
に
て
二
三
ケ
統
を
経
替
す
る
者
多
〈
、
中
に
は
問

、、

.

.

.

.

.

.
 、
.. 

、
.
.
.
.
.
.
 、
、
‘
.
.
.
 、

乃
至
六
統
を
経
倍
ナ
る
者
稀
に
は
八
九
統
に
及
ぶ
者
も
あ
り
、
・
:
・
・
・
-
又
激
揚
主
一
人
に
て
こ
十
四
内
外
を
有
ナ
る
者
な
奇
に
非
ず
と
雄
も
此

等
は
多
〈
賃
貸
ナ
る
か
若
〈
は
内
若
干
を
直
替
す
る
に
過
ぎ
ず
。
」

き
れ
ば
、
現
在
見
る
が
如
き
分
散
的
な
漁
場
私
占
の
朕
態
は
大
瞳
一
漁
場
一
極
笹
の
小
規
模
分
散
的
な
経
管
方

式
に
趨
醸
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
概
言
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

借
て
漁
場
動
員
の
前
提
で
あ
り
且
っ
そ
の
結
果
で
あ
る
所
の
漁
場
私
占
の
肢
態
に
つ
い
て
、
分
散
化
か
若
〈
は

集
中
化
、
か
の
長
期
に
亙
る
一
般
的
傾
向
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
必
要
な
割
賛
費
料
の
備
は
ら
r
t
る
現
在
で
は
殆
ど

不
可
能
で
あ
り
、
又
地
域
別
・
年
次
別
に
漁
場
動
員
現
象
を
整
理
し
、
漁
場
貰
買
の
行
は
る
う
率
や
頻
度
を
明
か

北海道膳「産業調査報告書第十五港水産ノj'fs其ー I(大正四年)九頁16) 



に
し
、
之
に
漁
場
の
取
引
債
格
の
指
数
を
配
し
、
兎
に
此
等
ぞ
前
掲
の
漁
場
債
格
決
定
諸
要
因
の
指
数
等
と
闘
聯

せ
し
め
て
考
察
し
、
以
て
漁
場
動
員
現
象
を
内
容
的
に
よ
り
一
一
層
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
是
亦
費
料
不
備
の

た
め
に
会
〈
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
蕊
に
は
精
密
な
調
査
を
勝
家
に
委
ね
る
こ
と
冶
し
、
資
料
の
不
備
不
完
舎
を

意
識
し
つ
〉
、
蒐
集
し
得
た
材
料
に
基
き
、
漁
場
私
占
の
一
般
的
傾
向
を
概
説
し
、
持
来
の
調
査
に
一
の
指
示
を

典
へ
4
0
に
止
め
よ
う
と
思
ふ
。

明
治
二
十
年
代
の
北
海
道
に
於
け
る
漁
場
占
有
と
漁
場
経
管
と
の
一
服
態
に
就
い
て
は
、
記
述
が
此
等
閑
範
鴫
を

峻
別
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
依
っ
て
精
確
に
之
を
明
か
な
ら
し
め
難
い
が
、
其
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、
地
方

的
に
は
可
成
h

リ
接
し
き
楠
迭
の
存
す
る
は
勿
論
で
め
る
炉
、
大
曜
に
於
て
、
漁
場
の
故
か
ら
の
み
見
れ
ば
、
比
較

的
多
数
の
漁
場
を
占
有
し
経
替
せ
る
者
が
多
数
あ
っ
た
如
〈
で
あ
る
。
是
れ
蓋
し
、
一
に
は
嘗
時
尚
ほ
奮
請
負
川
八

の
過
大
占
有
形
態
が
残
存
せ
る
と
、
二
に
は
個
今
の
経
笹
漁
場
面
積
の
狭
陸
な
り
し
と
に
因
る
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
の
後
の
全
道
一
一
閣
の
練
漁
場
占
有
肢
況
を
示
す
調
査
が
懐
け
て
ゐ
る
か
ら
、
特
に
練
漁
業
地
と
し
て
杢
道
中
上

位
に
あ
っ
た
厚
田
・
潰
盆
雨
郡
に
つ
き
、
明
治
三
十
年
頃
の
朕
況
を
窺
ふ
こ
と
b

す
る
。

十
八
年
以
来

総
績
漁
場
主

十
八
年
以
来

継
績
漁
場
主

:::民
二
十
七
年
以
来
-

纏
績
漁
場
主
一

三
O一一一一一一六=一

一五
一
七一一二

演厚
言十

益田北
海
遁
錬
定
鑑
識
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
六
時
耽

O 
五

第
三
十
八
巻

i¥. 

村尾元長「北海道漁業蕊要」三三五頁ー主主主主七頁白詳述を見よ。突で明治三十
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• 
第
二
一
十
八
巻

北
海
道
錬
定
置
漁
業
に
於
け
る
抽
出
場
動
員

、J

、}
J

R

性
)

右
表
に
依
れ
ば
イ
漁
場
の
人
格
的
移
轄
の
甚
し
き
こ
と
ロ
漁
場
移
轄
が
漁
場
粂
併
を
伴
ふ
こ
と
が
明
か
で
あ
れ
U

r'E

‘

、

，

，

e

・、、

、，

註
「
其
/
然
ル
所
以
7
考
察
λ

札
作
戸
-
二
前
品
三
山
漣
迎
ベ
タ
ル
ガ
如
夕
角
網
使
用
以
来
魚
群
机
沿
悶
岸
湘
描
憐
附
ノ
自
由
ヲ
制
セ
ラ
レ
タ
ル
品
ヨ
リ
富
来m
潟
ノ
街
-
一

rz
、

営
P
Mタ
ル
漁
場
ノ
ミ
好
漁
ヲ
ナ
シ
他
ハ
多
ク
之
ヱ
典
ル
能
ハ
ズ
、
然
ル
品
大
漁
業
家
ハ
各
所
回
一
漁
場
7
有
ス
ル
ガ
故
三
甲
品
分
グ
モ
ゐ
品
多
グ
丙

=
凶
漁
ナ
ル
モ
丁
一
二
賢
牧
見
ル
ガ
知
タ
期
セ
ズ
U

テ
所
有
各
漁
場
ユ
相
互
保
険
ノ
知
キ
関
係
ヲ
生
ズ
二
年
三
依
り
来
湯
=
厚
簿
ア
ル
ハ
h
m
論
ナ
ル

r
g

、

一
で
小
糠
業
者
ρ
雨
三
年
ノ
不
協
同
一
一
際
曾
セ
バ
忽
チ
倒
レ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
E

反
-v
大
漁
業
家
ρ
能
ク
不
瓶
二
噛
且
テ
豊
漁
ノ
年
ヲ
侠
ヴ
ユ
ヨ
リ
永
年

ノ
間
昌
利
金
ノ
平
均
ヲ
保
ツ
ヲ
ト
ヲ
得
。
乃
ナ
兼
併
ハ
止
ム
ペ
カ
ヲ
ザ
ル
ノ
勢
ナ
リ
」
と
法
解
せ
ら
れ
亡
ゐ
る
。

川、

第
六
披

。

布
川
畑
仰
隅
山
い
け
は
漁
場
白
伴
MV-
前
惜
し
て
ゐ
る
州

t
、
漁
場
占
有
l
漁
場
純
批
判
と
の
分
化
4
V
前
枇
什
司
令
、
陥
っ
て
油

業
経
管
の
集
中
即
漁
場
私
占
の
粂
併
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
何
て
之
k
闘
聯
せ
し
め
て
漁
場
経
替
集

中
の
傾
向
を
、
損
益
郡
の
み
に
限
ら
れ
た
る
資
料
を
基
礎
と
し
て
窺
は
う
凶

(百A)(ェR)(AA)練建 h 

一 ケ ケ網

響三 機重 貴温 重潟管

(町ノ 上施 施才下子

合 33m|

?官

一二十

四二五年|
八人人

同

寸ー
一二七

七六一年
六人人

同

十
一一i¥.
一九七年|
三人人

一一一ー
十十

年百
ノユ

一一 一 割合封ス

三ハ六 Jレ|
三八八

卸
ち
右
表
の
示
す
如
〈
、
演
盆
郡
に
於
て
は
漁
場
経
替
の
集
中
傾
向
、
多
数
漁
場
の
同
一
漁
業
者
に
よ
る
統
合

『
註
}

的
経
替
の
稜
展
方
向
が
見
ら
れ
る
。

註
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
涜
綱
沖
出
大
ナ
ル
ト
キ
ハ
湘
滋
ノ
向
在
ヲ
失
フ
ガ
故
=
前
記
突
入
地
盤
=
営
レ
ル
部
商
=
於
テ
ハ
好
滋
ヲ
得
ベ
キ
モ

池
一
般
多
敏
ノ
諒
場
品
於
テ
殆
ド
取
種
哲
一
一
ナ
ク
鴛
メ
ユ
地
方
品
於
ケ
ル
縁
漁
獲
高
品
目
盆
ス
ル
所
ナ
キ
=
止
マ
ラ
ズ
各
制
ノ
収
穫
ノ
上
=
非
常
ノ
港

明治三六年、札幌支思編、投手薄岡鏡場氏調査報告「漁業健部品開ス Jレ意見
ノ概要」ニー頁一二三頁。
潰盆郡組合長山崎亀蔵氏「錬建網路業ノ経鋒方法襲!Æ'~閥ス pレ意見」九頁十頁
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日
賂
ヲ
生
ぜ
U
V

メ
延
テ
錬
抽
出
業
ハ
天
運
ア
侠
ツ
ノ
外
ナ
キ
ノ
概
ヲ
増
大
セ
U
J

ム
。
而
U

テ
佳
天
射
倖
ハ
著
寅
勤
勉
倫
約
忍
耐
等
ノ
美
徳
ト
金
ク
相
容

レ
ズ
博
者
ノ
快
ヲ
一
時
ユ
取
L
P
Y
知
キ
風
管
ヲ
馴
致
シ
者
修
浪
費
至
一
フ
d

ツ
ル
ナ
ク
資
本
ノ
増
殖
ヲ
阻
碍
γ
風
紀
7
素
批

ν
住
民
ノ
土
着
心
ヲ
藩
弱

ナ
ラ
シ
ム
ル
等
種
々
ノ
算
害
ヲ
助
長
セ
シ
ム
ル
品
止
マ
ヲ
ズ
漕
資
者
ハ
一
瞬
再
ピ
起
ヴ
能
ハ
ザ
ル
一
二
民

v巨
大
ノ
資
本
ヲ
抱
掩
z
p
大
漁
業
者
旦

在
リ
テ
ハ
全
沿
岸
各
方
面
昌
漁
場
ヲ
所
有
ス
ル
ガ
故
ニ
侃
此
聾
凶
相
補
ノ
使
ア
リ
且
持
久
力
強
大
一
一

U

テ
藩
漁
孟
突
グ
大
潟
ヲ
待
ツ
f
使
命
ヲ
有

シ
漁
捗
成
績
上
方
面
ト
歳
衣
ト
ノ
統
計
的
平
均
ヲ
得
テ
愈
々
盆
々
膨
大
ヲ
致
シ
群
多
ノ
小
漁
業
家
ヲ
併
呑
シ
貧
富
ノ
懸
隔
年
々
-
一
昔
U
カ
ラ

y
ム

ル
等
社
合
的
部
面
ヨ
リ
之
ヲ
見
ル
モ
又
貫
一
一
一
黙
過
月
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
相
ナ
リ
ト
ス
」
と
加
註
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
鯨
漁
業
経
漕
の
領
域
に
於
て
も
、
漁
業
経
惜
の
集
中
及
び
漁
場
占
有
の
粂
併
の
傾
而
が
存
し

資
本
制
極
樺
に
一
般
的
な
集
中
の
法
則
が
存
す
る
、
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
乍
ら
・
此
傾
向
ぞ
一
面
的
に
推

建
め
て
行
〈
こ
と
は
決
し
て
袋
賞
で
は
な
い
、
叫
脅
し
、

そ
れ
は
事
象
の
山
中
両
た
る
に
止
ま
り
、
他
方
に
於
て
漁
場

経
替
の
分
散
と
漁
場
占
有
の
分
散
と
の
状
態
を
固
執
せ
し
め
、
表
〈
は
そ
れ
を
促
す
極
端
問
的
諸
僚
件
の
存
す
る
こ

立
志
)

と
を
見
越
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

拡
に
分
散
的
浪
場
私
有
状
態
を
固
執
せ
し
め
、
或
は
之
を
促
進
す
る
経
済
的
諸
傑
件
白
塊
て
に
わ
た
り
考
察
す
る
徐
裕
が
な
い
か

b
、
唯

漁
場
動
員
に
闘
す
る
限
り
に
於
て
考
察
す
る
。
漁
場
の
集
中
的
占
有
と
多
数
漁
場
の
総
合
的
経
瞥
と
は
既
挫
の
知
〈
資
木
制
祉
舎
に
適
帰
す
る
練

漁
業
経
轡
輩
化
の
主
要
な
方
法
で
あ
る
み
」
は
一
再
三
新
に
練
漁
業
界
に
入
来
っ
て
斯
か
る
経
俸
を
組
織
せ
む
と
ナ
る
が
知
膏
漁
業
者
は
少
〈
と
も

一
般
資
本
家
と
同
様
に
平
均
率
白
利
潤
白
責
魂
を
目
指
し
、
従
ジ
て
典
へ

b
れ
た
経
済
事
情
白
下
に
於
て
彼
が
漁
場
獲
得
白
魚
に
支
梯
ひ
得
ベ
き

註
慣
絡
は
、
常
然
此
利
潤
市
中
に
よ
り
て
限
界
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
又
資
本
家
的
打
算
に
於
て
評
領
さ
れ
ざ
る
を
得
ぎ
る
に
反
し
、
現
に
漁
場
の
大

部
分
を
占
有
し
て
ゐ
る
小
自
磐
漁
場
主
宇
、
液
場
に
封
し
て
緊
迫
的
需
要
を
有
ナ
る
小
漁
業
者
は
、
資
本
家
的
打
算
を
逸
し
て
高
〈
漁
場
を
評
債

卜
し
て
ゐ
る
か

b
‘
或
は
彼
等
か
ら
漁
場
を
買
取
り
、
若
〈
は
仮
令
潟
揚
が
市
場
に
提
供
さ
る
ふ
と
と
あ
り
と
し
て
も
債
格
競
争
に
於
で
此
等
小
漁

業
者
に
打
勝
ワ
こ
と
は
・
、
必
ず
し
も
資
本
家
白
な
し
得
る
所
で
は
な
い
。
漁
場
を
市
場
に
提
供
ナ
る
者
に
と
っ
て
は
、
該
漁
場
空
局
債
な
る
原
因

北
海
道
線
定
置
漁
業
に
於
げ
る
漁
場
動
員

第
一
一
一
十
八
巻

A 

第
六
務
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北
海
道
錬
定
量
漁
業
に
於
け
る
議
場
動
員

第
三
十
八
巻

i¥ 
四

第
六
披
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の
如
何
宇
鼠
業
経
済
上
.
の
影
響
如
何
は
全
〈
彼
白
介
意
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
瞳
高
一
き
債
格
で
費
れ
て
甘
〈
利
盆
を
せ
し
め
さ
へ
ナ
れ
ば
宜
い
の
で

あ
る
。
錬
漁
業
白
金
管
展
を
徳
T
べ
奇
相
相
場
統
合
組
織
の
一
貫
現
も
、
個
人
主
義
的
な
漁
場
占
有
平
現
存
の
漁
場
動
員
の
諸
傑
件
目
下
で
は
、
困
難

む
障
碍
に
逢
着
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
但
、
錬
漁
業
が
資
木
制
的
に
令
理
的
な
経
替
組
織
を
貸
現
ナ
る
か
否
か
は
、
。
串
自
に
漁
場
債
格
白
高
低
に
依

る
の
み
で
は
な
〈
、
出
血
〈
一
般
経
済
事
情
白
知
何
に
懸
る
問
題
で
あ
る
。

此
位
一
寸
諸
僚
件
を
綜
合
し
て
考
慮
せ
ば
、
漁
場
占
有
に
つ
き
次
の
如
き
一
般
的
傾
向
佐
暫
定
的
に
推
定
す
る
と
と

が
出
来
る
。
即
ち
一
中
層
漁
場
主
の
溶
層
に
よ
る
一
方
に
於
け
る
小
漁
場
主
の
多
撒
的
分
散
と
他
方
に
於
り
る
大

漁
場
主
の
少
数
的
集
中
と
の
傾
向
、
戸
い
大
漁
場
主
は
共
有
す
る
漁
場
を
個
別
的
に
小
規
模
経
費
者
に
賃
貸
す
る
の

傾
向
、
三
漁
場
貰
買
の
自
由
は
郎
ち
漁
場
主
が
漁
場
占
有
を
不
利
と
見
倣
す
場
合
に
之
を
貰
却
し
て
他
に
投
費
部

面
を
求
め
漁
業
界
か
ら
身
を
退
〈
の
自
由
で
あ
る
が
、
漁
場
の
買
却
は
大
漁
場
主
に
あ
っ
て
は
小
漁
場
主
よ

h
も

よ
り
自
由
よ
り
有
利
に
之
念
行
ひ
得
る
か
ら
、
需
要
事
情
に
鷹
じ
て
、
漁
場
は
大
漁
場
主
か
ら
群
多
の
小
漁
場
主

に
分
散
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。
新
か
る
推
察
の
貫
誼
は
之
を
時
燕
の
材
料
の
蒐
集
と
整
理
じ
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
か

『
註
}

ら
、
高
に
は
唯
将
来
漁
場
占
有
状
態
に
闘
す
る
材
料
取
扱
上
注
意
す
べ
き
諸
輸
を
摘
示
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。

註
時
代
別
に
、
大
中
小
漁
場
主
分
類
を
な
し
各
階
層
白
糠
場
主
総
数
に
封
ナ
る
比
率
を
算
出
し
、
該
比
率
の
年
次
的
動
向
を
考
察
ナ
る
こ
と

第
二
に
撫
揚
主
白
白
轡
・
賃
貸
分
類
を
な
し
闘
部
類
白
相
封
的
地
位
の
年
代
的
動
向
を
見
、
更
に
之
と
第
一
表
と
封
照
ず
る
こ
と
〆
第
三
に
現
貨

に
貰
買
さ
れ
た
漁
場
を
拡
へ
て
、
之
に
研
究
上
必
要
な
類
別
を
な
し
、
年
代
的
に
比
較
し
て
、
以
て
一
般
的
傾
向
を
見
出
す
乙
と
が
必
要
で
あ
る

漁
場
占
有
状
態
白
年
代
的
比
較
に
於
で
は
、
右
越
の
漁
場
主
階
層
構
成
状
態
を
基
礎
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
蓋
し
別
に
詳
漣
ナ
る
却
〈
、
個
々
の
挽

揚
白
面
積
が
漸
失
披
大
し
従
う
て
沿
岸
全
漁
場
教
が
漸
減
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
所
有
漁
場
数
そ
白
・
も
白
に
基
く
比
帥
慨
は
無
意
味
一
で
あ
る
か

b

(註』

で
あ
る
。

註

倫
材
料
蒐
集
上
註
意
を
要
ナ
る
こ
ー
と
は
、
拍
臨
場
責
買
の
件
搬
を
悉
〈
集
計
し
得
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
制
上
海
場
に
闘
す
る
事
項
は
nv・録



ず
べ
骨
こ
と
ふ
な
っ
て
ゐ
る
(
漁
業
法
及
び
漁
業
奇
銭
令
)
が
、
恐
〈
抽
出
場
資
買
の
一
全
て
が
登
録
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
。
夏
に
若
し
時
代
を
湖

っ
て
漁
場
資
買
を
取
調
べ
む
と
す
る
時
に
は
、
腕
に
(
脚
註
4
)
所
漣
の
知
〈
法
令
禁
止
の
下
に
行
は
れ
た
漁
場
貰
買
に
蓬
着
す
る
が
、
此
等
を
集

計
す
る
こ
と
は
恐
〈
全
く
不
可
能
で
あ
ら
う
。
其
故
に
、
前
掲
引
用
表
の
加
者
も
何
慮
ま
で
事
責
を
正
確
に
捕
捉
し
た
か
、
其
信
頼
性
が
一
一
際
同
棋

は
れ
る
が
、
大
積
本
稿
に
漣
ぺ
る
所
を
傍
詮
ナ
る
程
度
に
於
で
は
閑
に
令
ふ
資
料
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

斯
の
如
〈
北
海
道
練
漁
場
占
有
に
就
い
て
は
二
つ
の
相
反
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
前
掲
表
の
一
二
小

す
が
知
〈
、
小
規
模
・
分
散
的
な
漁
業
経
替
の
摩
倒
的
な
存
在
と
之
に
卦
臆
せ
る
小
漁
場
主
の
分
散
的
な
存
在
と

の
状
態
炉
、
練
漁
業
経
捕
問
機
構
上
特
徴
的
な
事
貫
で
あ
り
、
且
つ
此
の
状
態
が
現
貫
に
漁
場
問
題
を
喚
起
し
て
ゐ

る
?
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
斯
か
る
漁
場
忍
占
状
態
と
漁
場
動
員
と
が
相
交
錯
し
つ
〉
漁
業
の
金
援
展
に

如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
を
考
{
禁
し
よ
う
。

五

分
散
的
小
艦
管
に
針
醸
せ
る
漁
場
分
散
般
態
の
下
に
於
け
る
漁
場
動
員
の
経
済
的
意
義

漁
場
の
白
白

轄
動
の
蝶
件
が
一
般
的
に
成
立
し
て
漁
場
が
債
格
を
有
つ
に
至
る
や
、
小
漁
業
者
に
よ
る
漁
場
の
細
分
的
占
有
の

牒
態
の
下
で
は
、
或
は
遺
産
分
割
や
共
有
分
割
に
際
し
之
を
貨
幣
額
に
見
積
っ
て
相
績
し
又
は
占
有
し
、
或
は
自

ら
漁
場
を
購
入
(
多
〈
は
抵
営
附
借
入
金
を
以
ご
し
た
り
す
る
こ
と
の
行
は
れ
る
結
果
、
此
種
漁
業
者
に
と
っ
て
は
漁
場

債
格
は
事
貫
上
生
産
費
の
一
要
素
と
な
る
。
換
言
せ
ば
、
資
本
化
さ
れ
た
漁
場
賃
料
牧
盆
た
る
此
漁
場
債
格
が
漁

業
種
管
上
諌
め
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
要
素
と
な
る
。
而
も
漁
場
債
格
に
る
や
、
不
断
に
、
且
つ
屡
と
純
費
本

制
的
な
水
準
債
格
を
超
え
て
、
騰
貴
す
る
傾
向
に
あ
る
。

抑
ミ
漁
業
生
産
の
組
織
と
し
て
は
個
別
分
散
的
漁
場
白
管
の
形
態
は
、
共
性
質
上
漁
業
州
労
働
の
協
会
組
織
の
後

北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
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北
緯
遺
錬
定
龍
源
業
に
於
け
る
源
場
動
員

第
三
十
入
港

一
一
八
六

第
六
務

O 

建
や
漁
業
資
本
の
集
積
や
其
他
漁
業
生
産
の
毅
遼
を
促
す
諸
俊
件
。
ぞ
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
漁
業
形

躍
と
結
会
せ
る
漁
場
動
員
は
愈
ミ
益
ミ
こ
れ
を
助
長
す
る
、
何
者
、
漁
場
動
員
は
漁
業
者
を
し
て
漸
騰
傾
向
の
漁

場
債
格
に
費
本
伝
向
け

F
る
を
得
ぎ
ら
し
め
、
必
熱
的
に
現
貨
の
漁
業
経
皆
上
の
資
本
合
制
限
せ
し
め
る
結
果
、

生
産
機
闘
の
限
り
無
き
分
散
化
k
漁
業
者
相
互
聞
の
個
別
隔
在
化
と
を
盆
ミ
甚
し
か
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
剖

ち
漁
場
の
利
用
そ
の
も
の
に
と
っ
て
外
来
的
な
此
漁
場
債
格
な
る
一
要
素
が
漁
業
生
産
の
粧
樺
的
諸
峰
件
を
県
加

的
に
感
化
し
、
漁
業
者
の
拭
沼
市
伊
-
応
化
す
る
一
悶
で
あ
ぶ
か
ら
で
め
る
の
功
ハ
じ
拍
拐
の
花
的
ト
ハ
布
と
挽
掛
的
ム
日
開

的
経
径
と
の
澗
に
横
は
れ
る
斯
の
一
般
的
な
矛
盾
は
、
漁
場
の
動
員
過
程
に
於
て
、
右
辿
の
如
〈
漁
場
債
格
が
白

替
漁
場
主
に
を
り
ち
一
の
費
用
要
素
で
あ
る
こ
と
と
、
夫
に
も
拘
ら
や
漁
場
債
格
が
漁
獲
物
市
場
債
格
者
〈
は
そ

の
水
準
た
る
漁
獲
物
生
産
債
格
の
中
に
必
然
的
い
は

λ
込
ま
ね
正
い
ふ
こ
L
」
と
の
矛
盾
と
な
っ
て
現
れ
る
官
一
世
ふ

に
、
小
漁
業
者
の
漁
場
占
有
の
牒
態
的
下
で
は
、
此
等
漁
業
者
が
漁
場
を
利
用
し
又
共
目
的
で
漁
場
を
購
入
す
る
た

め
に
は
、
通
関
の
費
本
制
経
梼
事
情
の
下
に
於
け
る
と
は
異
り
、
必
中
し
も
漁
獲
物
情
格
が
漁
業
者
の
手
に
卒
均
利

潤
や
況
苧
漁
場
債
格
に
固
定
せ
る
資
本
の
利
子
や
や
-
清
ら
す
に
充
分
な
程
度
に
迄
騰
貴
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

漁
獲
物
債
格
が
偲
令
比
較
的
に
低
く
と
も
、
彼
等
は
自
己
の
資
本
家
と
し
て
の
地
位
の
劣
弱
に
よ
る
貧
窮
と
漁

業
接
働
者
の
過
度
の
搾
取
と
を
犠
牲
に
し
て
、
一
般
的
に
は
不
利
と
見
ら
る
る
健
件
を
以
て
敢
て
漁
場
を
購
入
せ

ゴ
る
を
梓
?
、
叉
事
貰
購
入
す
る
。
そ
の
結
果
、
例
へ
ば
金
利
が
比
較
的
に
高
い
場
合
で
も
漁
場
債
格
が
高
〈
定

め
ら
れ
、
従
っ
て
、
漁
業
者
が
漁
場
購
入
に
投
じ
に
資
本
部
分
か
ら
受
け
得
る
牧
益
の
比
較
的
低
き
に
劃
し
て
、
被



自
ら
は
前
漁
場
主
若
〈
は
抵
骨
田
植
者
(
抵
営
附
借
入
金
を
以
て
購
入
し
た
場
合
)
に
高
率
の
利
子
を
支
排
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
ふ
艶
立
的
な
現
象
が
生
じ
る
の
で
あ
へ
討
に

註
-
漁
場
貨
料
・
漁
場
債
格
の
利
子
相
営
分
が
漁
獲
物
償
絡
に
決
定
的
要
素
と
し
て
入
込
み
得
る
と
と
も
あ
る
。
例
へ
ば
、
漁
獲
物
債
格
が

街
占
慣
格
で
あ
る
場
合
或
は
漁
業
が
純
資
木
制
的
に
経
替
さ
れ
且
つ
該
漁
業
資
本
組
成
の
低
位
と
漁
場
燭
占
と
に
傑
件
づ
け

b
れ
た
る
賃
料
部
分

の
知
雪
に
於
て
。
併
し
此
場
合
で
も
、
十
年
若
〈
は
二
十
年
と
長
期
に
わ
た
ワ
て
前
食
さ
れ
た
所
の
資
本
化
さ
れ
た
漁
場
賃
料
郎
ち
漁
場
債
格
は

必
ず
し
も
斯
様
に
単
純
に
債
格
決
定
要
素
と
し
て
漁
獲
物
慎
格
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
か

b
ぅ
。
況
宇
、
漁
業
経
俸
が
純
資
系
制
化
サ
ヂ
資

本
制
的
諸
傑
件
。
未
熟
な
現
在
白
練
漁
業
に
於
て
は
、
抽
開
場
債
格
は
抽
間
業
者
白
負
携
を
加
重
す
る
一
傑
件
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

詰
-
一
漁
場
購
入
資
会
融
遁
上
白
諸
事
情
は
木
稿
に
瞭
〈
漁
場
抵
常
の
稿
で
詳
述
す
る
が
、
小
自
替
漁
場
主
の
頼
り
得
る
金
融
傑
件
は
、
漁
場

債
格
を
水
準
的
に
決
定
す
る
所
の
一
般
的
金
融
傑
件
で
は
な
く
て
、
高
利
貸
的
な
傑
件
で
あ
る
か
、
b
、
彼
等
が
向
己
白
頼
り
得
る
傑
件
か
、
b
は
会

f
不
利
な
高
債
で
猟
場
を
購
入
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
、
従
フ
て
現
貨
の
漁
場
牧
盆
債
格
、
と
現
貰
の
漁
場
購
入
債
格
と
の
聞
に
大
な
る
港
庭
が
生
じ
る

に
械
速
な
い
。
此
の
不
利
、
此
の
差
額
は
如
何
に
し
て
社
曾
的
に
埋
A

付
さ
れ
る
で
あ
b
う
か
。
不
利
な
個
々
の
小
自
慢
漁
場
主
白
破
産
と
祈
た
小

白
骨
淵
場
主
巴
代
替
的
出
現
、
斯
か
る
事
情
目
下
で
は
、
漁
場
動
員
過
程
は
畢
寛
滋
業
白
田
官
民
に
封
ナ
る
悪
無
限
の
循
環
に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

線
じ
て
小
規
模
漁
業
経
管
者
に
卦
し
て
は
高
利
貸
や
商
業
資
本
家
の
貧
埜
飽
く
な
き
鯛
手
が
延
べ
ら
れ
る
。
漁

場
購
入
に
際
し
で
も
此
等
資
本
家
は
高
利
の
漁
場
抵
嘗
貸
金
の
形
態
に
於
て
屡
ど
小
漁
業
者
の
漁
場
占
有
を
貰
質

的
に
表
頑
せ
し
め
、
漁
業
者
の
経
済
的
諸
保
件
を
盆
宅
悪
化
せ
し
め
る
。
此
等
諸
塵
迫
は
小
漁
業
者
守
し
て
愈
ミ

盆
ミ
漁
場
資
源
の
焦
燥
的
な
顧
慮
な
き
掠
奪
と
人
間
接
働
力
の
蕩
壷
と
に
向
は
し
め
る
の
で
め
る
。
新
か
る
経
梼

関
係
の
下
で
は
、
協
同
的
な
恒
久
的
な
資
源
と
し
て
の
漁
場
の
会
理
的
な
経
替
は
全
〈
排
除
せ
ら
れ
て
失
ひ
、
叉

漁
業
持
働
手
段
の
改
善
は
放
榔
さ
れ
、
勢
働
生
産
力
を
増
進
せ
し
な
べ
き
諸
手
段
の
利
用
は
閑
却
さ
れ
玄
る
を
得

。
き
る
は
勿
論
、
漁
夫
の
海
上
勢
働
の
危
険
を
避
り
る
こ
と
さ
へ
見
棄
て
ら
れ
、
多
敷
人
命
の
喪
失
を
避
け
る
こ
と

北
海
道
練
定
鑑
漁
業
に
於
け
る
滋
場
動
員

第
三
十
ん
巻

l¥ 
-[二

第
六
時
砺



北
海
道
練
定
量
油
開
業
に
於
け
る
油
開
場
動
員

第
三
十
八
巻

一
一
八
八

第
六
時
菰

さ
へ
困
難
で
あ
る
の
で
あ
る
。

上
来
遮
ペ
来
り
た
る
如
〈
に
、
漁
場
の
私
的
占
有
の
形
態
で
あ
り
叉
結
果
七
る
漁
場
債
格
は
漁
業
生
涯
の
合
理

的
殺
展
に
劃
す
る
制
限
と
し
て
現
れ
、
漁
場
の
動
員
は
漁
業
生
産
の
経
済
的
後
進
性
を
固
化
す
る
の
役
割
を
演
じ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
現
在
北
海
道
鯨
漁
業
に
於
け
る
が
如
〈
小
規
模
漁
業
経
替
と
之
に
封
臆
せ
る

漁
場
の
細
分
的
占
有
と
が
支
配
的
に
存
し
て
ゐ
る
所
で
は
、
漁
業
者
が
州
労
働
の
枇
曾
化
に
必
要
な
資
本
を
融
き
、

新
漁
業
技
術
を
導
入
し
得
る
前
提
的
諮
僚
件
が
備
は
ら
や
、
更
に
相
互
競
争
的
な
小
漁
業
者
の
孤
立
的
隔
在
は
高

利
貸
・
商
業
費
本
に
肱
居
の
館
地
ぞ
奥
へ
、
漁
獲
物
市
場
闘
係
を
刷
乱
脈
な
ら
し
め
、
漁
場
全
般
の
荒
廃
を
招
〈
等

{
註
}

漁
業
経
済
上
劣
悪
な
諸
健
件
が
存
す
る
が
、
漁
場
の
動
員
は
‘
既
に
詳
越
し
た
如
〈
此
等
諸
俸
件
を
一
見
に
悪
化
せ

し
め
る
の
で
あ
る
。
錬
漁
業
経
済
保
件
の
斯
の
如
き
累
加
的
悪
化
は
分
散
的
漁
場
占
有
に
立
脚
せ
る
小
規
模
の
自

替
漁
業
者
の
存
頑
を
愈
ミ
困
難
な
ら
し
め
、
彼
等
か
ら
漁
場
を
牧
奪
し
、
遂
に
資
本
制
漁
業
成
立
の
前
提
を
開
〈

で
は
あ
ら
う
。
併
し
、
錬
漁
業
に
於
て
、
現
在
の
如
き
低
位
な
漁
業
生
産
方
法
を
乗
超
え
て
資
本
制
経
傍
方
法
炉

貫
現
し
、
純
費
本
制
機
構
が
成
立
す
る
に
至
る
や
否
や
は
、
漁
場
闘
係
以
外
に
更
に
他
の
諸
事
情
の
如
何
に
懸
る

所
の
問
題
で
め
る
。

北
海
道
鯨
淑
業
の
現
在
白
磁
立
分
散
的
経
笹
が
現
伐
の
資
本
制
一
般
鰹
部
と
の
聯
闘
に
於
て
如
何
に
不
令
理
な
経
済
関
係
を
生
ぜ
し
め
で

註
ゐ
る
か
は
、
漁
場
関
係
自
分
析
に
績
〈
稿
で
詳
察
ナ
る
で
あ
ら
う
。

大
規
模
の
資
本
制
経
替
と
之
に
趨
臆
せ
る
集
中
的
な
漁
場
占
有
形
態
の
存
す
る
場
会
に
も
、
漁
場
の
個
人
主
義



的
占
有
が
漁
業
生
産
へ
の
投
費
を
拘
束
す
る
勤
、
漁
場
の
私
的
占
有
が
漁
場
動
員
を
通
じ
て
漁
業
生
産
の
会
後
展

を
阻
碍
す
る
鞘
に
於
は
、
上
来
述
べ
古
都
ち
た
る
所
と
本
質
的
に
は
喜
色
種
り
は
な
い
。
叉
此
場
合
に
於
て
も
、
漁

業
経
漕
の
個
人
的
替
利
組
織
の
存
す
る
限
り
、
漁
業
者
と
漁
場
主
と
を
可
及
的
に
富
ま
し
め
む
，
か
た
め
に
漁
場
を

利
用
し
、
漁
場
の
荒
臨
臓
を
結
果
す
る
こ
と
は
不
可
避
的
で
あ
ら
う
。
併
し
、
他
面
に
於
て
、
多
数
漁
場
の
集
中
的

占
有
と
統
合
的
経
替
と
を
以
て
漁
業
を
資
本
制
的
に
強
化
し
得
ぺ
き
大
漁
業
組
織
に
於
て
は
、
凡
ゆ
る
方
面
に
漁

業
の
資
本
制
的
統
制
の
可
能
性
が
聞
け
、
小
規
模
の
分
散
的
経
替
や
小
漁
場
主
の
分
散
せ
る
現
在
よ
h-
は
漁
業
生

産
上
優
れ
た
諸
健
件
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
純
資
本
制
諸
僚
件
の
下
に
於
け
る
漁
場
動
員
を
考
察
す
る
こ
と

は
北
海
謹
錬
漁
業
に
現
存
の
漁
場
諸
聞
係
を
分
析
せ
h
u

と
す
る
本
稿
の
範
岡
外
仁
局
す
る
。

第
三

結

語

共
の
成
立
の
営
初
に
於
て
は
北
海
道
杢
沿
岸
仁
多
数
の
建
網
漁
業
経
替
者
の
漁
場
利
用
を
誘
致
し
、
鯨
漁
業
説
明

展
の
貫
現
に
役
立
つ
所
あ
り
し
漁
場
の
自
由
な
動
員
は
、
今
や
、
個
別
分
散
的
・
隔
在
的
な
小
規
模
漁
業
者
の
相

互
競
争
的
な
経
替
と
結
び
つ
き
、
而
し
て
斯
か
る
経
替
方
法
と
経
笹
組
織
と
を
固
化
し
、
資
本
制
経
済
に
よ
く
遁
合

せ
る
練
漁
業
経
管
組
織
の
寅
現
を
遅
滞
せ
し
め
、
而
も
会
漁
場
の
内
容
を
荒
底
せ
し
め
、
錦
漁
業
の
生
産
諸
健
件

を
悪
化
せ
し
め
る
等
、
錬
漁
業
杢
龍
の
A
口
理
的
義
展
に
劃
す
る
阻
碍
的
な
一
保
件
に
醇
化
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
是
れ
、
現
存
の
個
人
主
義
的
な
漁
場
開
係
の
一
般
的
不
合
理
性
が
、
漁
場
の
動
員
を
通
じ
て
現
れ
来
れ

北
海
道
練
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
八
血
管

A 
7し

第
六
猿

一
一



北
海
道
錬
定
置
漁
業
に
於
け
る
漁
場
動
員

第
三
十
凡
倉

一
一
九

O

第
大
競

四

る
具
瞳
的
な
容
姿
で
あ
る
。

以
上
私
は
本
稿
に
於
て
、
右
述
の
諸
鈷
を
考
察
し
、
鯨
漁
業
界
が
現
に
営
面
し
て
ゐ
る
漁
場
諸
問
題
を
其
基
礎

に
於
て
大
瞳
説
明
し
た
積
り
で
あ
る
。
言
ム
迄
も
な
く
、
漁
場
動
員
に
闘
す
る
一
般
理
論
的
諸
問
題
の
一
層
深
さ

、.、.

分
析
や
、
叉
よ
り
具
髄
的
に
展
開
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
各
個
の
諸
問
題
の
研
究
は
、
本
稿
で
は
唯
問
題
の
呈
一
不
に

終
り
も
之
b
J
宮
崎
飛
に
遺
し
た
。
次
に
本
摘
に
於
て
漁
場
動
員
過
程
の
断
面
に
於
C
捕
へ
た
如
、
古
北
海
道
糠
漁
業
経

掛
機
構
の
特
質
は
、
今
や
こ
れ
に
趨
臆
せ
る
諸
特
徴
を
有
せ
る
錬
漁
業
恐
慌
の
た
め
に
解
惜
し
つ
〉
め
る
。
北
海

道
鯨
漁
業
が
近
代
資
本
制
経
済
下
に
経
過
し
来
り
た
る
景
況
に
つ
い
て
は
、
大
瞳
明
治
三
十
年
代
迄
を
以
て
殺
展

の
上
昇
期
、
以
後
現
時
に
至
る
迄
を
下
降
期
と
見
倣
し
得
る
が
、
此
聞
の
上
昇
的
・
下
降
的
な
動
き
特
に
現
在
の

錬
漁
業
の
危
機
と
の
闘
係
に
於
て
、
漁
場
動
員
を
促
へ
て
、
諸
問
題
を
分
析
す
る
必
要
が
め
る
。
錬
漁
業
の
危
機

は
、
北
海
道
館
漁
業
の
会
経
済
的
機
構
の
瞳
制
的
分
解
と
資
本
制
的
章
化
と
を
、
鯨
漁
業
会
同
問
題
と
し
て
現
貫

に
そ
の
日
程
に
上
せ
た
、
漁
場
の
買
買
、
漁
場
債
格
の
問
題
も
亦
現
貫
の
問
題
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
闘

す
る
考
察
は
、
本
稿
に
次
い
で
錬
漁
場
抵
営
闘
係
を
取
扱
ひ
、
現
存
錬
漁
場
諸
闘
係
の
大
瞳
の
研
究
を
了
へ
た
る

上
で
、
試
み
る
で
あ
ら
う
。
ハ
昭
和
八
・
十
二
・
二
O
)


